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　　　　　　　　この会の発会と今後の展望
内　野　善　生
MSF事務局長
生理学第二講座主任教授
発会の経緯と目的
　今後21世紀においても，分子レベルの研究が国内
外を問わず，行なわれるであろう．しかし医学におい
ては“人間そのもの”のみならず“人間をとりまく環
境”を含めた視点が，臨床医学，基礎医学および社会医
学全ての学問分野で必要である（伊東洋学長の訓示
要約）．
　このような問題意識を持ち，東京医科大学に目を移
した時，本学の教育，臨床，研究に携わる我々として，
行わなけれぼならないことがあります．研究を遂行す
るにあたってはもちろん個人の資質が最も重要です
が，大学としては若手の活力を引き出し資質を開花さ
せる事が非常に重要であります．これなくして我が大
学の発展は望めないと思われます．このような考えに
至たり，本学主任教授の先生方にアンケートに出し，
殆ど全ての先生方からアンケートのご返事と賛同を
頂きました．そこで2001年10月10日第1回のMSF
を開催しました．第1回は解剖学山田仁三主任教授が
オーガナイザーを勤め，「脳・心・宇宙」というテーマ
で3先生に講演を依頼しました（後述）．第1回の成功
を踏まえ数回の準備会の結果，今後“分子から地球環
境まで”の広範な問題を提起し，それを議論し，解決し
ていく場としてMSFを位置付けることにしました．
この場を提供することで大学院生及び若き医学者が
持続的活力を発揮出来れば，我が大学の発展の一翼を
担うことになり，各方面からの評価に耐えうる大学に
成長すると確信しています．またこのような努力は，
近い将来両キャンパスの統合を実り多いものにする
と思います．
第1回MSF
　第1回MSFは2001年10月10日（水曜）豪雨の
ところ，若手を中心に80玉名の参加者のもと開催さ
れました．3題の講演内容ですが，（1）The　University
British　Columbia（Psychiatry）のProf．　Anthony　Phil－
lipsは，「Animal　models　of　psychiatric　illness」と言う
題で，精神疾患モデルとして持続性amphetamine投与
ラットを作成し，行動学的検索として餌報酬，神経科
学的検索として側坐核のdopamine放出を調べた．
Amphetamineの継続投与の中断や再投与開始などの
刺激により，海馬からのグルタミン酸神経活性が異常
興奮してdopamine放出が充進し異常行動の発現が生
じた．餌報酬の回数とdopamine放出は並行していた．
その際，側坐核のDl受容体活性が充進ずる．このよ
うに海馬からのグルタミン酸神経系と側坐核の
dopamine神経系は神経回路網を有しておりこれらの
異常が精神疾患発生の一因となるものと思われる．専
門的な内容が多く含まれていたが座長飯森眞喜雄主
任教授の解説も加わり，素晴らしい講演であった．
　（2）東京女子医大脳神経外科の伊関洋教授は
「lmage－guided　neurosurgeryからInf（）rmation－guided
neurosurgery」へと言う題で，覚醒状態での脳外科手術
の進歩と，それを支える各種の手術中の画像解析装置
の進歩と，手術部位の機能的同定法のいくつかを紹介
して頂いた．座長の原岡　嚢主任教授の説明もあり，
（1）
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非常にactiveな解りやすい講i演で良かったと思って
おります．（3）座長を小西真人主任教授にお願いし，
私（内野善生，東京医科大学生理学第二講座）は「宇宙
と重力センサー」と言う題で，前庭迷路のうち耳石器
受容器自体に，平衡感覚の感受性をほぼ2倍に高める
神経機構が存在することを最近発見し，それをcross－
striolar　inhibitionと命名した話をしました．またこの
様な神経機構が宇宙の微小重力環境下でどのように
変化するについて，NASAのDr，　Rossのグループの
仕事を紹介いたしました．第1回MSFの講演内容は
それぞれの分野で世界に通用する内容であったと思
います．運営においては，臨床医学と基礎医学が共同
で関わり，若手を中心にした参加者を募るという初期
の目的を具体化出来たと思っています．
MSF今後の展望とお願い
　第2回は「環境ホルモンと医学」と言うテーマで千
葉大学環境生命医学森千里教授と，本学からは婦人科
学講師小杉芳紀氏と病理学講師黒田雅彦氏に講演を
お願いしました．オーガナイザーは解剖学伊藤正裕主
任教授と生理学小西真人主任教授です．MSFは年3
回の開催を予定しております．講演者は1回あたり3
名と考え，本学若手医学者2名，国内外を問わず招待
講演者1名を予定し，十分なdiscussionの時間を取り
たいと考えております．
　組織委員：山田仁三（解剖学），一色　淳（麻酔学），
飯森眞喜雄（精神医学），原岡　嚢（脳神経外科学），小
西真人（生理学），伊藤正裕（解剖学），山科　章（内科
学），内野善生（MSF事務局長，生理学），土田明彦
（MSF副事務局長，外科学），溝上裕士（内科学），桜井
博文（老年病学），中村治彦（外科学），生方英幸（外科
学），松野直徒（外科学），三木　保（脳神経外科学），後
藤　浩〔眼科学〕，富澤　治（精神医学），河野　淳（耳
鼻咽喉科学），井坂恵一（産婦人科学），松村　一（形成
外科学），松本昌平（麻酔学），渡辺泰雄（薬理学），佐々
木光美（生理学），白問一彦（解剖学），秋元治朗（脳神
経外科学），工藤玄恵（病理学），敬称略・順不同
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